










CI inical aspects of indocyanine green pharmacokinetics fol lowing 
























結果:Stage 1 (PTP)の際のCLiv.CLpvは.それぞれ，平均14.6m.R/kg/min (10.1~23. 3mP/kg/min) 
と半均値26.4mP/kg/min(12. 1~50. 7mP/同川in)であった。術面jの各個人の値がかなり異なるので.




















た CStageIV) u JCG濃度から得られた時間ー濃度データに対してモーメント解析を行い.血rl'薬物濃度時
間曲線ド面積、1CG"t梢静脈内投与1寺のクリアランス (Cliv)，門脈内投与時のクリアランス CClpv).肝
でのICG抽出率を算出した。
Stagc 1におけるCLiv.CLpvは，それぞれ.H.6m1/kgfmin (10.1--23. 3mP/kg/min)と26..1mP/kg/mi n 
(12. 1 ~50. 7 m.f!kg/1Il i n)であったωStage1におけるCLiv.CLpvの値を100%として比較すると.CLivは
部分切除前に68.9%(pく0.05).切除後に73.5%(pく0.05)になった。 CLpvは肝部分切除前に72.1%
(pく0.01)• tJl除後48.5%(pく0.01)になったc 肝抽出率は術的に44.7%.肝部分切除後に23.2%に減少
した (pく0.05)。肝抽出率はCLpvによく相関した Cr=O.72)。手術侵襲による肝クリアランスの変化は門
脈内投勺ーの方が末梢静脈内股与に比べてより鋭敏であり，固有肝クリアランスを表すと考えられた。
以上のことから、本論文はICGの門脈投可後の臨床薬物動態学的解析が臨床的に非常に有用であることを
ぶしたことから，今後の研究および臨床診療に寄与すると考えられる。よって，本研究者は悼士(医学)
の学位を授守ーされるに柿するものと判定されたら
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